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別紙標準様式（第７条関係） 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和３年度第２回枚方市都市計画審議会 

開 催 日 時 令和４年２月８日（火） 
１５時００分から 

１６時０５分まで 

開 催 場 所 別館４階 第３委員会室 

出 席 者 

会長：加嶋委員 会長代理：岡委員 

委員：熊谷委員、若狭委員、山野委員、上山委員、高田委員、 

山條委員、岡﨑委員、三上委員、野口委員、加藤委員、 

奥野委員、岡市委員、丹生委員 

欠 席 者 なし 

案  件  名 

【審議案件】 

議案第２号 枚方市都市計画マスタープランの改定について 

議案第３号 枚方市立地適正化計画の変更について 

 

【その他】 

提出された資料等の 

名 称 

令和３年度第２回枚方市都市計画審議会議事次第 

令和３年度枚方市都市計画審議会委員名簿 

令和３年度第２回枚方市都市計画審議会議案書 

令和３年度第２回枚方市都市計画審議会議案書資料 

決  定  事  項 審議案件について、すべて意見なし 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 
公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍 聴 者 の 数 １人 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
都市整備部都市計画課 

 



2 

 

審 議 内 容 

加嶋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀井都市計画課長 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

 

 

 

 

出席委員 

 

加嶋会長 

 

 

堀井都市計画課長 

 

 

加嶋会長 

 

定刻になりましたので、ただ今より、令和３年度第２回枚方

市都市計画審議会を開催いたします。 

委員の皆様、何かとお忙しい中、本審議会に御出席をいただ

き、ありがとうございます。 

本日は審議案件２件を予定してございます。本日も新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のために、マスクを着用して進行させ

ていただきます。また、着座にて進めさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

それでは、委員の皆様の出席状況を事務局よりお願いいたし

ます。 

 

都市計画課長の堀井でございます。委員の出席状況を御報告

いたします。本審議会の委員総数は、１５名でございます。 

本日は１５名の委員に御出席いただいており、委員総数の半

数以上に達しております。 

したがいまして、枚方市都市計画審議会条例第６条第２項の

規定に基づき、本審議会が成立しておりますことを御報告いた

します。 

 

ただ今、事務局より報告がありましたとおり、本日の審議会

は成立しています。次に、本審議会は、『枚方市審議会等の会

議の公開等に関する規程』に基づき原則公開としています。 

本日の案件を確認したところ、個人情報などの公開すべきで

ない情報が含まれた案件ではございませんので、本日の審議会

は公開としますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

異議なしと認め、本日の審議会は公開とします。続きまして、

傍聴を希望される方、本日おられますでしょうか。 

 

傍聴を希望される１名の方から傍聴願が提出されておりま

す。 

 

本日の審議会に１名の傍聴願が提出されておりますので認

めたいと思いますが、委員の皆様、御異議ございませんか。 
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出席委員 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小山副市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

異議なしと認めます。では、傍聴人に入場していただくよう

お願いいたします。 

 

＜ 傍聴人入場 ＞ 

 

それでは傍聴される方にお願いがございます。本審議会で

は、円滑な議事進行を行うため、拍手、発言、私語などは一切

禁じております。 

携帯電話につきましても電源を切るか、マナーモードにして

いただき、録音、撮影等はしないようお願いいたします。 

なお、遵守されない場合は、退場していただくこともござい

ますのでよろしくお願いいたします。 

また、新型コロナウイルス感染拡大の防止のためにマスクの

着用をお願いいたします。 

傍聴に関する確認等は、以上とします。 

 

それでは、次に、本審議会の開会にあたりまして、市を代表

して、小山副市長より挨拶をお願いいたします。 

 

副市長の小山でございます。まずはじめに、本日は、新型コ

ロナウイルス感染症に関しまして、「まん延防止等重点措置」

に基づく要請が出されているところではございますが、審議会

に御出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

審議会では感染拡大防止のために前回と同様に、窓を少し開

けさせていただいて、換気を行いながら、多少距離を設けた配

席とさせていただいております。また、マスク着用での開催と

しておりますこと、御了承いただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。それでは、審議会の開会にあたりまして、

一言、御挨拶申し上げます。 

平素は、本市の都市計画行政に関しまして、御指導とお力添

えをいただいておりますこと、厚く御礼を申し上げます。 

また、本日の審議会が、今年度最後の開催となる予定でござ

います。委員の皆様方には、１年間御審議をいただきまして、

重ねて御礼を申し上げます。 

さて本日は、今年度第１回の都市計画審議会におきまして御



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

堀井都市計画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告をさせていただきました、「枚方市都市計画マスタープラ

ンの改定」及び「枚方市立地適正化計画の変更」について、御

審議をいただきたいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

委員の皆様方におかれましては引き続き、本市のまちづくり

に変わらぬ御支援と御協力をいただきますよう、お願いを申し

上げまして、簡単ではございますが、開会の御挨拶とさせてい

ただきます。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

次に、お配りしております資料の確認を事務局よりお願いい

たします。 

 

それでは、お配りしております資料の確認をさせていただき

ます。 

まず、議事次第、委員名簿、令和３年度第２回枚方市都市計

画審議会「議案書」、同じく「議案書資料」でございます。 

不足資料等はございませんでしょうか。 

続きまして、本日の案件につきまして、お配りしております

「議事次第」を御覧願います。 

本日は、審議案件２件につきまして、御審議いただきたいと

考えております。 

議案第２号「枚方市都市計画マスタープランの改定につい

て」及び議案第３号「枚方市立地適正化計画の変更について」

でございます。 

なお、説明につきましては、一括で御説明させていただきた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上、資料の確認でございます。 

 

では、資料の確認等も済みましたので、議事に移っていきた

いと思います。なお、議事の進行状況に応じて、適宜休憩を挟

みたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それではこれより、議事次第１の審議案件に入ります。 

議案第２号「枚方市都市計画マスタープランの改定につい

て」及び議案第３号「枚方市立地適正化計画の変更について」

につきましては、先程、事務局より説明がありましたとおり、

一括で説明を受けたいと考えますが、異議ありませんか。 
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出席委員 

 

加嶋会長 

 

 

 

堀井都市計画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

異議なしと認めます。それでは、事務局より説明をお願いい

たします。説明が長くなるようでしたら、着席して御説明をお

願いいたします。 

 

それでは、議案第２号「枚方市都市計画マスタープランの改

定について」、議案第３号「枚方市立地適正化計画の変更につ

いて」、２つの審議案件につきまして、お手元のタブレット端

末を使いまして御説明させていただきます。 

タブレットの方はよろしいでしょうか。それでは、着席にて、

説明させていただきます。 

 

はじめに、両計画の改定及び変更の背景について、御説明い

たします。平成２９年に定めた両計画が、計画期間である令和

８年度までの計画中間期を迎えることから、中間検証を実施し

ました。その結果、１点目に、上位計画との整合といたしまし

て、大阪府が「東部大阪都市計画区域マスタープラン」を令和

２年１０月に改定したことを受け、市の都市計画の基本的な方

針をこれらに即したものとするために、「枚方市都市計画マス

タープラン」の改定に取り組むことといたしました。 

また、２点目に、社会情勢の変化としまして、頻発・激甚化

する自然災害に対応した安全なまちづくりを推進していくこ

とが求められており、都市再生特別措置法が改正されたことを

受け、「枚方市立地適正化計画」の変更に取り組むことといた

しました。 

次に、これまでの検討経過について、御説明します。 

令和３年８月に、「両計画の中間検証についての素案」と「枚

方市立地適正化計画の改定に向けた取り組みについて」各委員

の皆様に個別で御説明させていただきました。その後、令和３

年１１月９日の第１回枚方市都市計画審議会において、「両計

画の中間検証についての案」と「両計画の改定についての素案」

を御報告させていただきました。その後、都市計画審議会でい

ただいた御意見等を踏まえた修正を行い、令和３年１２月１日

に中間検証の結果をホームページに公表、同日から１２月２０

日にかけて、両計画の改定案についてパブリックコメントを実

施しました。 
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また、これまでの間、大阪府からも改定内容等について御意

見をいただくなど、両計画の改定及び変更に向けて手続きを進

めてきたところでございます。 

ここからは、枚方市都市計画マスタープランの改定の内容に

ついて、御説明します。 

まず、都市計画マスタープランとは、都市計画法第１８条の

２に基づいて、市の都市計画の基本的な方針を示すものです。

これに沿って、土地利用の規制や誘導、道路、公園、下水道な

どの具体的な都市計画が定められます。 

本市では、平成１２年２月に策定し、平成２３年３月に１回

目の改定を行ったのち、市民の意見や他の計画との整合を反映

した上で、平成２９年３月に２回目の改定を行い、現在に至り

ます。目標年次は令和８年度で、計画期間は１０年間としてい

ますが、計画期間内においても、社会情勢の変化や都市の問題

などに対応していくため、必要に応じて見直しを行うものとし

ています。 

都市計画マスタープランの位置付けですが、赤枠で示すとお

り、上位計画の「第５次枚方市総合計画」や大阪府が策定する

「東部大阪都市計画区域マスタープラン」に即するとともに、

画面左に記載しています、市が策定している多くの分野別の関

連計画と整合を図ることとしています。 

都市計画マスタープランの構成ですが、お示しのとおり、１

章から４章までの構成としています。特に、２章の「全体構想」

では、都市の将来像など、都市全体の観点から取り組む方針を

定めているとともに、土地利用、交通など８つの部門別の方針

を定めています。 

また、３章の「地域別構想」では、全体構想の方針を受け、

より詳細に地域別で取り組む方針を定めるため、図にお示しし

ているとおり、市内を７つの地域に区分し、地域単位での都市

づくりの方針などを定めています。今回の改定では、星印の箇

所について改定を行っています。 

改定内容について、御説明します。 

主な項目としましては、ＳＤＧｓの達成に向けた取り組みの

記載と、中間検証の結果の反映です。スライドの右肩に、議案

書の該当ページを記載していますので、あわせて御参照くださ

い。改定した箇所につきましては、表示画面のとおり、黄色で

表示しています。 
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本市におきましては、令和３年７月に「枚方市ＳＤＧｓ取組

方針」を策定し、ＳＤＧｓの達成に向けた取り組みを推進して

いるため、都市づくりの基本目標の将来都市像にその旨を記載

しています。 

次に、中間検証の結果を反映した内容について、御説明しま

す。本計画の上位計画である「東部大阪都市計画区域マスター

プラン」が令和２年１０月に改定されたことから、図中の赤枠

で示す保留区域として「村野駅周辺地区」を記載しました。 

なお、保留区域とは、大阪府が５年ごとに実施する、市街化

区域と市街化調整区域の見直しの時期に関わらず、計画的な市

街地の形成が確実となった時点で、市街化区域への編入が可能

となる区域のことです。 

また、行政計画との整合としまして、土地区画整理事業が進

められている「星田北地区」や、保留区域に設定されている「村

野駅周辺地区」、「茄子作高田地区」、さらに枚方市駅周辺再

整備に向けた取り組みについて、まちづくりの進捗状況を記載

しています。 

また、「２０５０年二酸化炭素排出量実質ゼロ」に向けた取

り組みについて記載しました。 

地域別構想のうち、南西部地域におきましては、市街地再開

発事業が進められている「枚方市駅周辺地区」の進捗状況を記

載しています。南部地域におきましては、市街地再開発事業が

進められている「光善寺駅西地区」の進捗状況などを記載して

います。中南部地域におきましては、保留区域に設定されてい

る「村野駅周辺地区」の進捗状況などを記載しています。 

以上が「枚方市都市計画マスタープランの改定について」の

内容でございます。 

つぎに、枚方市立地適正化計画の変更について、御説明しま

す。まず、立地適正化計画とは、都市再生特別措置法第８１条

に基づいて、住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化に関す

る基本的な方針や、居住の誘導及び都市機能の誘導に関する事

項について位置付けするもので、都市計画マスタープランの一

部とみなされます。 

本市では、都市計画マスタープランの改定にあわせて、平成

２９年３月に作成し、現在に至ります。目標年次は令和８年度

で、計画期間は１０年間としていますが、計画作成から５年後

となる本年度においては、中間評価を実施し、その評価結果な
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どを踏まえ、必要な事項などを適切に計画へ反映するため、必

要に応じて計画の見直しを行うものとしています。立地適正化

計画の位置付けですが、赤枠で示すとおり、都市計画マスター

プランの一部とみなす計画として作成することとしておりま

す。 

立地適正化計画の構成ですが、お示しのとおり、１章から５

章までの構成としています。特に、３章の「居住及び都市機能

について」では、基本的な方針を受け、誘導区域や誘導施設等

を定め、住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図るた

め、具体的な取り組み等を定めております。 

今回の変更では、星印の項目について変更を行っており、さ

らに、４章に防災指針を追加することにより、全６章の構成と

なります。変更内容について、御説明します。 

主な項目としましては、居住誘導区域等の見直し、防災指針

の作成、中間検証の結果の反映です。 

変更内容の説明の前に、今回の検討対象とする、「洪水浸水

想定区域」について、御説明します。 

洪水浸水想定区域とは、水防法第１４条に基づくもので、平

成２７年の法改正により、対象とする降雨が画面右側の「計画

規模降雨」から左側の「想定最大規模降雨」に高められました。

この改正を受けて、国管理の淀川におきましては、平成２９年

６月に、府管理の船橋川・穂谷川・天野川などにおいては、令

和２年３月に洪水浸水想定区域が公表されています。 

御覧のとおり、本市では京阪沿線などの既成市街地を中心

に、水災害リスクのある地域が広範囲に分布していることが確

認できます。なお、想定最大規模降雨とは、年超過確率が１／

１０００で、１日の総雨量が約１１５０ｍｍの想定し得る最大

規模の降雨のことで、洪水により浸水する範囲は市域の約２

７％を占めます。 

計画規模降雨とは、年超過確率が１／１００で、１日の総雨

量が約２４０ｍｍの河川整備の目標とする降雨のことで、洪水

により浸水する範囲は市域の約３％を占めます。 

本市で大きな被害が発生した、平成２５年の台風１８号によ

る豪雨では、日積算雨量１８８ｍを観測していることから、こ

れらの想定される規模の大きさが分かります。 

それでは、居住誘導区域等の見直しについて、御説明します。

先ほどお示ししました洪水浸水想定区域のとおり、本市は既成
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市街地を中心に水災害リスクのある地域が広範囲に分布して

いることから、一定のリスクがあることを認識し、受け止めた

うえでまちづくりを進めていく必要があります。その一方で、

リスクが高い地域については、都市的土地利用や居住の誘導を

図るべきではないと考えます。 

これらのことを踏まえ、人命に関わるような深刻な被害に繋

がる可能性が高いリスクで、その発生頻度が高いエリアとし

て、表のとおり、計画規模降雨における浸水深３ｍ以上の区域

と、想定最大規模降雨における河岸浸食の区域は居住誘導区域

に含めないこととします。 

また、中間検証において課題とされた、居住誘導区域内の生

産緑地地区のうち「行為の制限が解除された生産緑地地区」は

居住誘導区域に含めるものとします。 

この図は、今回の改正で、居住誘導区域に含めないこととす

る区域を、赤色及びピンク色で図示したものです。 

居住誘導区域は青枠で示しています。計画規模降雨における

浸水深３ｍ以上の区域は、ピンク色で表示しており、そのほと

んどが市街化調整区域に分布していることが確認できます。 

また、想定最大規模降雨における河岸浸食の区域は、赤色で

表示しており、それぞれの河川沿いに分布していることが確認

できます。 

次に、防災指針の作成について、御説明します。防災指針と

は、居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる都市の防災に

関する機能の確保を図るための指針のことで、今回、具体的な

取り組みとあわせて立地適正化計画に定めるものです。 

検討手順としては、赤枠の表内の浸水深などのハザード情報

と、青枠の表内の誘導区域や人口分布などの都市の情報を重ね

合わせることにより、水災害リスクの分析を行い、防災上の課

題を抽出しています。重ね合わせ分析をした内容について、御

説明します。この図は、想定最大規模降雨の浸水深と居住誘導

区域を重ね合わせたものです。 

浸水深は３ｍ以上の範囲をピンク色及び赤色で、居住誘導区

域は青枠で示しています。本市は、市域の約２７％が浸水想定

区域で、そのうち、浸水深３ｍ以上の地域は約１３％を占めま

す。居住誘導区域に限ると、約３１％が浸水想定区域で、その

うち、浸水深３ｍ以上の地域は約１７％を占めます。 

浸水深３ｍ以上の地域は、画面右下の図のとおり、家屋が水
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没する恐れがあるなど、一般的な家屋の場合、２階への垂直避

難が困難となるため、早期避難が必要となります。 

この図は、先ほどの図にさらに人口分布を重ね合わせたもの

です。オレンジ色や黄色の四角で示す区域が比較的人口密度が

高い区域となっており、浸水深３ｍ以上の地域と重複する、黒

色破線の丸で示す箇所は、特に災害リスクが高いと考えられま

す。本市は、浸水想定区域に全人口の約３５％の方が居住し、

そのうち、浸水深３ｍ以上の地域に約１９％の方が居住してい

ます。居住誘導区域においても同様の比率となっております。 

この図は、想定最大規模降雨の浸水深と建物の階数分布を重

ね合わせたものです。建物の階数は、平屋建て、２階建て及び

３階建て以上に分類して表示しています。 

浸水深３ｍ以上の範囲では、逃げ遅れた場合など、人命に関

わるような緊急時において、３階以上の建物を活用した垂直避

難が有効です。 

この図は、想定最大規模降雨の浸水深と避難所分布を重ね合

わせたものです。浸水深３ｍ以上の範囲に立地する避難所は、

逃げ遅れた場合など、３階以上を利用して緊急避難が可能です

が、浸水する範囲外の避難所への早期避難を基本とすることな

どについて、検討することが必要です。 

また、浸水想定区域は、概ね８００ｍを基本とした避難所の

徒歩圏域に包含されておりますが、画面下の四角囲みの図に赤

色破線で示すとおり、圏域外となる楠葉中之芝周辺は、特に早

期避難が必要です。この図は、想定最大規模降雨の浸水継続時

間と避難所分布及び緊急交通路を重ね合わせたものです。 

生死を分けるタイムリミットは７２時間と言われており、一

般的にこの７２時間を初期の目安とした災害対策が講じられ

ております。このため、図にオレンジ色で示す、７２時間以上

継続浸水する範囲に立地する避難所は、緊急交通路が遮断さ

れ、緊急物資等の確保や備蓄に課題があるため、継続利用が困

難となるおそれがあります。このように、ハザード情報と都市

情報を重ね合わせ分析して、抽出した課題を整理し、取り組み

の方針を設定しています。 

取り組みの方針は、青色で示す災害リスクの回避と、赤色で

示すハードによる災害リスク低減、緑色で示すソフトによる災

害リスク低減に分類しています。 

次に、表のとおり、取り組みの方針を踏まえ、ハード・ソフ
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ト両面から災害リスクの回避・低減に必要な取り組みとそのス

ケジュールを設定しています。 

これは、本市の「国土強靭化地域計画」や「地域防災計画」

と内容の整合を図っています。 

具体的には、災害リスク回避として、「地区計画制度や土地

区画整理事業等による宅地地盤の嵩上げなど」の取り組みや 

ハードによる災害リスク低減として、「河川改修の推進」、「河

川施設等の点検・整備」の取り組みのほかソフトによる災害リ

スク低減として、「地区防災計画の策定」の取り組み、などを

挙げています。 

最後に、防災に関する目標値として、重ね合わせ結果から得

られた地域の特性や災害リスクに応じた取り組みが重要との

考え方から、小学校区単位における地区防災計画の策定率を設

定しており、目標年次までには枚方市内小学校区すべての地区

において策定を目指すこととしています。 

次に、中間検証の結果の反映ですが、居住及び都市機能に関

する取り組みについて、施策内容を追加・更新しています。 

具体的な取り組みとしまして、枚方市駅周辺再整備や光善寺

駅周辺整備の進捗状況などを反映し、令和元年度に策定した

「緩和制度を活用した都市拠点形成誘導ガイドライン」の内容

を記載しております。 

最後に、パブリックコメントの結果と今後の予定について、

御説明します。令和３年１２月１日から２０日にかけて、両計

画の改定案についてパブリックコメントを実施しました。 

実施方法としましては、市ホームページの専用サイトにて意

見募集したほか、市役所本館や別館の受付などに意見箱を設置

し、郵送・ファックス・電子メールでも御意見を募集しました。 

周知方法としましては、広報ひらかたやホームページを活用

したほか、YouTubeに改定内容の説明動画を掲載し、広く周知

に努めました。結果として、御意見はございませんでしたが、

ホームページへのアクセス数は２３２件、YouTubeの視聴回数

は１０７回と７９回でしたので、一定の周知は図られたものと

考えています。 

今後の予定としましては、本審議会にて御意見をお聴きし、

その内容を踏まえて、令和４年３月に両計画を改定及び変更

し、ホームページに公表したいと考えております。 

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいた
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加嶋会長 

 

します。 

 

ありがとうございます。ただいま事務局より説明のありまし

た「議案第２号」及び「議案第３号」につきまして、御意見、

御質問がございましたらマイクを運んでいただきますので挙

手をお願いいたします。 

野口委員お願いいたします。 

 

御説明聞かせていただきまして、パブリックコメントで意見

が０件というのは大変残念かなという風に思うんですけれど

も、コロナ禍の中で大変な状況ということも反映しているの

か、やっぱりこういう市政の中心的な計画のパブリックコメン

トということではもっと多数の方々の意見が寄せられればよ

かったのになと説明を聞いていて感想では思っているんです

けれども。今回の改定の計画の表記なんですけれども、基本的

には元号表記をされていまして、西暦とですね、非常に市の文

章に混ざっていましてね。平成と令和という形で混ざってまし

て、例えば１０ページの計画期間についての表現は平成３８年

というふうなことであるわけですけれども、基本を元号にする

のならば令和というふうに今の時点では改めるべきではない

のかなというふうには思うんです。 

枚方市の方では西暦と元号を併記という形でやってまして、

だからまぁ西暦があれば何年前だとか何年後だというのが容

易にわかったんですけれども、今、令和ですから、平成とかそ

うなってくるとなかなか時間的なものがわかりにくいと。それ

はちょっと改善していただけないのかなというふうに思うん

ですけれども。もう一つ気になったのは枚方市の人口推計なん

ですけれども、平成２６年に出された古いデータという形で掲

載しているわけなんですけれども、枚方市の人口統計では平成

３０年のデータが市の方ではアップされているというふうに

思うんですけれども、２０１８年の、平成３０年の統計がある

わけなんですけれども、やっぱりこっちの方を掲載するべきで

はないのかなというふうに思ったんですけれども、以上２点に

ついてまずお伺いしたいと思います。 

 

事務局お願いします。 
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堀井都市計画課長 

 

 

 

 

 

 

野口委員 

 

まず文中に記載のあります元号表記につきましては、委員よ

り御意見頂きましたとおり平成から令和として改めさせてい

ただきたいと思っております。また、御意見頂きました各図・

表などにつきましては、本計画の目標年次でございます令和８

年度に改定を行う際に個別の事業の進捗状況などとあわせま

して最新の統計データを使用する考えでございます。なお、前

回の審議会におきまして御報告いたしました、中間検証におき

ましては直近の統計データを用いまして検証を行っていると

ころでございます。 

 

当然、中間検証は直近の統計データを使ってですね、中間検

証をしていただいたという説明があったわけですけれども、な

んで中間検証した統計を使わないのかなというのがちょっと

理解できないですけれども、意見として申し上げておきたいと

いうふうに思いますけれども。この最初に説明にもありました

けれども、都市計画マスタープランは地域別構想として、市域

を７つの地域に分けて都市づくりの方向性を示すということ

で先程の計画にも記載があるわけなんですけれども、各分野別

行政計画は都市計画マスタープランと整合しなければならな

いということもあるわけですけれども、ここに枚方市の各行政

計画について見ますと少ないものでは東西南北ただ単純に枚

方市域を４つに東西南北というふうにわける計画もあります

し、１１にわけてる計画なんかもあるわけですけれども。この

整合性についてはどのように考えているのかお伺いしたいと

思います。 

 

事務局お願いします。 

 

地域別構想では河川や道路など地形地物により区分される

７つの地域ごとにそれぞれの特徴、資源を踏まえた都市づくり

の方針を定めております。このことから、地域別構想にお示し

します都市づくりの方針と各分野別行政計画との内容の整合

が図られておれば、必ずしも地域単位を一致させる必要はない

ものと考えております。以上です。 

 

確かに整合性がとれていればいいというふうに思うんです

けれども、整合性がとれているのかなというようなことを投げ
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堀井都市計画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけるところなんですけれども。やっぱり４か所の計画地域は

７か所をどのように分けて４か所としているのかとか、また、

１１か所とか１４か所に分けてる場合なんかは７か所をどの

ようにくっつけて１４か所にしているのかですとかですね、非

常に市民の方にしてみればわかりにくいわけですね。それぞれ

の計画が、このマスタープランのところをベースにしていると

いうことであれば、それぞれの計画でそういう表記をしていれ

ばいいけれども、表記もない中ではやはり本来まちづくりの基

本となるこの都市計画マスタープランに、しっかりと各行政計

画というのはあわせていく必要があるのかなというふうに思

うわけです。たとえばその就学前とか教育計画なんかにおいて

もですね、やっぱりその学校なんかがなくなっていけばです

ね、本当に高齢化が一気に進むということは明確なわけですよ

ね。となってくると、まちづくり自身も大きく変わってしまう

ということもあるわけですので、そのへんはやっぱりしっかり

とですね、検証をしていく必要があると思いますし、やっぱり

それぞれの行政計画についても考えていく必要があるのかな

というふうには思います。今回コロナ禍が長期化する中でです

ね、リモートワークが一気に普及して東京など都市部も人口流

出が増えると、また、在宅ワークする中で生活拠点を地方に移

すというようなことが一気に進んでいるということを考えま

すと、当時の立地適正化計画の状況とはだいぶ変わってきてい

るのかな、と思うんですけれどもその点は見直す必要があると

いうふうに思うんですけれども、お伺いしたいと思います。 

 

事務局お願いします。 

 

御意見頂きましたとおり、新しい生活様式が定着していくこ

とによりまして、働き方や生活スタイル、公共交通や自動車交

通の在り方など立地適正化計画がめざす集約型都市構造の内

容も変わっていくのではないか、というふうに考えておりま

す。     

こうしたことから、今後公表される統計情報などを注視しな

がら、目標年次であります令和８年度に本計画を改定する際に

は、新型コロナウイルスを契機といたしました社会経済情勢の

変化などについても検証していく考えでございます。以上で

す。 
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本当にあの一気に生活スタイルが変わってきていると、街中

の住宅状況を見てもですね、いわゆる変化があるのかなという

ふうに思うんです、ここ２、３年の中でですね。一気に住宅化

していると、住宅化が非常に加速しているのと中古物件なんか

も一気に売れているのかなと私自身の感想ですけれども。これ

は５年前、４年前と比べてもだいぶ違うのかなというふうに思

いますので、そういう変化に対応した計画をしていく必要があ

るのではないか、というふうに意見を申し上げておきたいと思

います。以上です。 

 

御意見ありがとうございました。他に御質問や御意見ござい

ませんでしょうか。 

岡委員お願いします。 

 

説明ありがとうございました。枚方市の防災については、と

ても大変なところだなというふうに、いつもつくづく思ってい

るんですけれども、具体的な取り組みとスケジュールというと

ころがあるんですが、一つお伺いしたいのは地区計画制度なん

かで土地区画整理事業をやったときに、宅地の地盤の嵩上げっ

ていう話があるんですけれども、個別の建築物がその中で建て

替えをされる時になにか三階建てに誘導するような助成とか

嵩上げとか、そういうものに対して手当とかいうものを考えら

れる可能性はあるのかというところが一つ質問です。あとは、

意見なんですけれども、防災計画を作るというのはここに書い

てある地区防災計画の策定とあるんですけれども、本当はとて

も狭いエリアあるいは歩いて行ける範囲のエリアの中で、どっ

ち向いて逃げるかというのをきちんと考えるべきことだと思

います。今、想定外、想定外とずっと言い続けていることがず

っと起こってきていますので想定外と言わなくてもいいよう

にしないと、想定外が起こっても対応できるようにしなきゃい

けないなかで、是非あの市民活動課とか小さな単位、町内会レ

ベルくらいから作るように誘導していただくのがいいのかな

と思います。市民活動課とか危機管理室と連動しながら、実際

にみなさんで話し合って、みなさんで検証しながら、防災計画、

自分たちのまちの防災計画を考えるというふうな取り組みを

是非推進していただきたいと思います。命に関わることだと思

います。質問は一つです。お願いします。 



16 

 

加嶋会長 

 

堀井都市計画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

奥野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 
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事務局どうぞお願いします。 

 

具体的な助成等の取り組みについてということですけれど

も、今現在、枚方市の取り組みとしましては、土砂災害警戒区

域などから対策を図るとか、そういうことについては補助制度

というものを御用意してアナウンスはさせていただいており

ます。今、岡委員の方から頂きました各個別の嵩上げでありま

すとか、戸建て住宅を三階にあげるとかいうところの助成制度

というのは現在ございませんけれども、今後、国や府の動きを

把握しながらそういったことにも対応できるものであれば、対

応していきたいというふうに考えております。 

 

ありがとうございます。他に御意見、御質問等ございません

でしょうか。はい、奥野委員お願いします。 

 

先程説明の中で、パブリックコメントについてはなかったと

いうお話だったんですけれども、やはり立地適正化計画、特に

この防災指針の分というのは市民に対して知っていていただ

かないといけない、特にこのいろんなレイヤを組み合わせる中

で、こんなリスクがあるんだ、自分のところの地域にっていう

ことをわかっていていただきたいのかなと思うんですけれど

も、例えばこの計画ができた後などに説明会とか、市民に向け

てそういう情報周知の取り組みっていうのは予定されている

んでしょうか。 

 

事務局お願いします。 

 

今後の地区防災計画、令和８年度までに１００パーセントを

めざしていくにあたっては、危機管理部局との連携というのが

重要になってくるんですけれども、今、危機管理部局が計画し

ておりますのが令和８年度までに小学校区４５校区ですので

大体年に８、９件校区ごとに策定していくということが重要に

なってくるんですけれども、その計画策定にあたって特別、各

個別に説明会の開催の予定はないんですけれども、その各校区

への計画策定についてのアナウンスといいますか、作成マニュ

アルといいますか、方針でありますとか、作成にあたっての助

成といいますか、お互い市と危機管理部局、私どもを含めて双
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奥野委員 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

岡市委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

岡﨑委員 

 

 

方協力しながら、そういう危険な情報も共有しながら計画を策

定していければというふうに考えております。 

 

レイヤの組み合わせでここに示されている絵というのは衝

撃的だなというところもあったんですけれども、やっぱり一人

でも多くの方が命を守る行動を自分でとれるように、というこ

とのためには知っていただくような形の取り組みが必要かな

と思いますので、地区防災計画を策定していく時にこの事実を

本当に伝えていってほしいなと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

ありがとうございます。他にも御意見、御質問等ございませ

んか。はい、岡市委員。 

 

御説明ありがとうございました。あの、野口委員からもあり

ましたけれども、パブリックコメントの結果のところですよ

ね。ここにホームページ２３２件、YouTube１０７回、７９回

とあって一定の効果があったという御説明があったと思うん

ですけれども、これでこの本当に一定の効果があったって納得

されているんであれば、非常にちょっと悲しいかなと思いまし

た。やはり実施方法でもやはりもっと若者が見るような取り組

み方、今ちょっと枚方市のLINEの方にあるのかどうかというの

を確認させてもらったんですけれども、やはりもっとLINEも活

用してもらってね、やはり若い人等がもっともっとこういった

形で見ていただいて、ここのところを拾い上げていくのも大事

かなと思いますのでね。今後やはりこの分野だけじゃなくてパ

ブリックコメントとしてやるからにはやはりいろんな世代の

方が見ていただいて、いろんな意見をもらえるという仕組みづ

くりが大切かなと思いますのでこれを意見とさせていただき

ます。ありがとうございます。 

 

御意見ありがとうございました。他にはいかがでしょうか。 

はい、岡﨑委員お願いします。 

 

避難する場合なんですけれども、垂直避難とおっしゃってい

るんですが、高齢化社会の中でだんだんと移動が困難な方の人

口が増えてきているのではないかなと思っています。垂直避難
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加嶋会長 

 

堀井都市計画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加嶋会長 

 

 

山條委員 

 

 

 

加嶋会長 

 

堀井都市計画課長 

といえば２階３階まで避難しましょう、ということだと思うん

ですけれども、３階作るのにお金を助成金がどうとかとおっし

ゃってるんですけれども、それ以前の問題だと思うんです。避

難するときの「人」を、もう少し町内でも自治会でもそういう

中で育てていかなければならないんじゃないかなというふう

に思っています。本当に垂直避難、垂直避難とそれはよくわか

るんですけれども、障害のある方、高齢の方、その方達をどう

して避難させていくのかというところを内容検討していただ

けたらありがたいなというふうに思います。 

 

事務局お願いいたします。 

 

要配慮者といいますか、障害をお持ちの方が今、今回防災指

針を策定する上でいろいろ検討はしているんですけれども、例

えば足の不自由な方がどの地域にどれだけお住まいになって

いるかという情報の重ね合わせまでは、今回そういうデータが

ありませんでしたので出来ませんでした。その代わりではない

ですけれども、要配慮者施設が浸水区域にどれだけあるのかと

いうのは今回データとして整理いたしまして、実際に有事の際

といいますか、大雨災害の時にどこの地域に対してどういう風

なアナウンスといいますか、訓練も含めまして必要なのかとい

うところも危機管理部局と地域の施設の管理者の方とも共有

しながら、今後も地区防災計画の策定とその上にある地域防災

計画の中でもそういった対策とその後の訓練も含めまして、

日々ブラッシュアップさせていければというふうに考えてお

ります。 

 

よろしいでしょうか。ありがとうございます。他にはいかが

でしょうか。はい、山條委員お願いいたします。 

 

このマスタープランの中で防災ということについて、農地が

期待されていると、そういうことでよろしいでしょうか、まず

一番始めになんですけど。 

 

はい、事務局お願いします。 

 

はい。防災農地ということで、有事の際に有効な資産、財産
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上山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

であると認識しております。 

 

はい、わかりました。その中で、あらゆる法律が、といいま

すか、いわゆる都市農業振興基本法とか、それから、いろんな

法規制が、いわゆる市街化圧力を減速させるような施策をとっ

てきているという感じなんですけど、いわゆるこの都市近郊の

農地の存続というのは、家族農業で小規模でおまけに米作った

って肥料代とかで赤字、というような農家が大変多いんです。      

そんな中でこのマスタープランを策定して防災に農地が役

立つということであれば、このマスタープランに引き続くそう

いう農地が農地でなくなって不耕作放棄地だとか、そういうふ

うなものになる。家が建たないわけですから、後継ぎもいない

わけですから、そういう状態が、この今の農地に見えてくると

いうのが考えられてくるわけで、そのためのいわゆる農地、防

災だけでなく住民の環境の保全ということも期待されている

わけですから、このマスタープランを定めた次に来る施策、と

いうようなものが、私たちの危惧を除くような施策にしてほし

い。このマスタープランに続く施策を期待しますので、よろし

くお願いしたいと思います。以上です。 

 

どうもありがとうございました。 

では、次、上山委員からお願いします。 

 

先ほどの野口委員並びに岡委員、岡市委員、奥野委員、山條

委員からいろんな質問なり御意見をされた訳なんですけれど

も、それをずっと拝聴しておったんですけれども、私は地域で

もコミュニティ並びに防災の役をやっておりまして、先ほどか

らお話がありましたように、市の部署内でも、先ほど分けるこ

とも云々といった話が出ていましたけれども、これが若干違う

ように思います。というのは、危機管理の方の防災の観点で各

校区の防災協議会のほうは毎年のように協議をしております

けど、それの分け方も違いますし、そのへんの話し合いなんか

は部署内で、市役所内でやられているかどうかというのも、今

後検討していただきたい。それと、私は、今回山條委員もおら

れますが、農家の出ですので、防災農地、本年度から取り組ん

でまいりました。農業委員会のほうで。ところがこれ何で今頃

になってというのが我々農家にしてみたら考えているんです。
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というのは、申し上げていたのはもう１０年以上前からお話し

させていただいておったんですけど、なかなか市役所の部署内

でなかなか検討がされていなかったと、それで再三申し上げて

いたのになかなかできないものですから、農業委員会の方でお

話しさせていただいて、取り組もうということで、今年度から

やり始めたんですかね。ところが始めたはいいが、その防災農

地に提供して頂けるような農地がだんだん減ってきて、肝心な

市街化地域の中の緑地帯がもうほとんど住宅化になっておる

と。それで今持っておられる生産緑地を当て込んで協力のお願

いをしているんですが、これもなかなか防災農地に協力してい

ただける方が少ない、というのは、農家の後継ぎの方がだんだ

んいなくなっていって、農家を継続することが難しいという、

だったらもう宅地として提供してしまえということで、不動産

屋さんや宅建業者に売却されていっている、そういうことも踏

まえて、行政のほうでもう少し防災農地を重視するのであれ

ば、そのへんの農地の確保のための施策をもう少し考えていた

だけたらと思っております。我々農業委員会も一生懸命そうい

うのに頑張っておるのですが、悲しいかな後継者の育成にはな

かなか、私たちの息子あたりもなかなかついてきませんので、

その辺をどうにか考えていただいて、少しでも防災農地を残し

ていただけたらと、考えております。いろんな御意見を拝聴し

まして、集約して皆そういうことで考えておられるのだなあ、

ということで、私の考えた意見だけを申し上げておきます。 

 

上山委員ありがとうございました。その他にはいかがでしょ

うか。よろしいでしょうか。 

 

はい、それでは委員の皆様には、本日の資料には直接現れて

こないような細かい点までいろいろ御議論いただきました。あ

りがとうございました。 

その他に御意見、御質問もないようですので、議案第２号及

び議案第３号についての審議を終了いたします。 

 

それではお諮りいたします。議案第２号、これは「枚方市都

市計画マスタープランの改定（案）」に関するもの、それから

議案第３号、これは「枚方市立地適正化計画の変更（案）」に

関する内容、これらの原案そのものに対しては、「意見なし」
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山中都市整備部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とすることに御異議はございませんでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ありがとうございます。 

では「異議なし」と認めて、議案第２号及び議案第３号につ

きまして、原案に対して「意見なし」とすることといたします。 

それでは次に、議事次第２「その他」に入ります。事務局よ

り説明をお願いいたします。 

 

「その他」について御説明させていただきます。本日の審議

会をもちまして、今年度予定しておりました案件全てを御審議

いただきました。様々な案件につきまして、御審議いただき、

また貴重な御意見をいただき、誠にありがとうございます。 

来年度につきましては、委員の改選がございます。今後、事

務局におきまして、順次、作業を進めて参りたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

以上、その他の報告とさせていただきます。 

 

ありがとうございます。以上で本日の議事は、すべて終了い

たしました。それでは最後に、枚方市を代表しまして、山中都

市整備部長より閉会の御挨拶をお願いいたします。 

 

令和３年度第２回都市計画審議会の閉会にあたりまして、一

言、御挨拶を申し上げさせていただきます。 

本日は、お諮りさせていただきました「枚方市都市計画マス

タープランの改定について」及び「枚方市立地適性化計画の変

更について」につきまして、慎重な御審議をいただきましたこ

と、厚く御礼申し上げます。 

この両計画につきましては、今後、本年３月にパブリックコ

メントの結果の公表と合わせまして、改定及び変更を行う予定

でございます。御意見の中で意見聴取の方法でありますとか、

防災への取り組み、農地の確保の仕方と、行政の姿勢について

御要望をいただいたかなと思っております。しっかり受け止め

させていただきまして、行政運営の方に反映させていただきた

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、委員の皆様方におかれましては、三寒
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四温の時節柄、風邪など召されぬよう、また、新型コロナウイ

ルス感染症にご注意いただき、くれぐれも御自愛くださいます

ようお願い申し上げ、甚だ簡単ではございますが、閉会にあた

りましての御挨拶とさせていただきます。本日は、誠にありが

とうございました。 

 

それではこれをもちまして、本日閉会とさせていただきま

す。どうも皆様ありがとうございました。 

令和３年度第２回枚方市都市計画審議会議長 


